
しょう4 しゃかい「自然災害から 暮らしを 守る」 その3
なまえ 　 がつ　 にち てん  / 20

1 天気予報で「警報」が 出たら どうする?

ア 海へ 泳ぎに行く イ 気にせず 外で 遊ぶ ウ 危険に そなえて 早めに 行動する

エ川へ 見に行く こたえ 

2 避難する ときに 気を 付けることは?

ア車で ゆっくり 見物する イ 一人で 山へ 行く ウエレベーターを 使う

エ 早めに 歩いて、決められた 道を 通る こたえ 

3 激しく うずをまき、物を まき上げる こわい 風を 何という?

ア 竜巻 イ 季節風 ウそよ風 エすき間風 こたえ 

4 災害のとき 避難する場所として 決められているのは?

ア 橋の 真ん中 イ学校や 公園などの 避難場所 ウ 海岸 エ川原 こたえ 

5 町の 中の スピーカーから、避難の 呼びかけなどを 流す しくみは?

ア天気予報 イ 防災無線 ウ 時報 エ校内放送 こたえ 

6 災害で 家に 住めなく なった 人が、しばらく 生活する 所を 何という?

ア 防 潮 堤 イ 避難所 ウ 交番 エ 避難タワー こたえ 

7 事件や 事故が 起きたとき、警察に かける 電話番号は?

ア 188番 イ 119番 ウ 104番 エ 110番 こたえ 

8 大地震に そなえて 家で できる 工夫は?

ア 重い物を 高い所に 置く イ 窓を 開けておく ウ家具を たくさん つみ上げる

エ家具が たおれないように 固定する こたえ 

9 9月1日が「防災の日」に なったのは、この日に 何が 起きたから?

ア東日本大震災 イ 関東大震災 ウ 阪神・淡路大震災 エ 伊勢湾台風 こたえ 
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10 気象庁の 知らせを、危険度が 低い 順に ならべると?

ア 警報→注意報→特別警報 イ 注意報→特別警報→警報 ウ 注意報→警報→特別警報

エ 特別警報→警報→注意報 こたえ 

11 竜巻が 近づいて きたら、家の 中の どこに いると よい?

ア屋根の 上 イ 窓ガラスの すぐ そば ウベランダ エ 窓から はなれた 部屋の まん中

こたえ 

12 津波の 特ちょうとして 正しいのは?

ア 何回も くり返し おしよせる イ 1回 来たら もう 来ない ウ 小さな 波なので 安全

エ 人が 歩くより おそい こたえ 

13 大雨の とき、市や 町が 出す「避難指示」は どういう 意味?

ア明日 避難の 練 習を する イ 雨が やんだ という 知らせ

ウ 危険な 場所に いる 人は 全員 避難する エ様子を 見て 家に いて よい こたえ 

14 水や 食 料は、少なくとも 何日分 たくわえると よいと されている?

ア 3日分 イ半日分 ウ 1日分 エ 1年分 こたえ 

15 大きな 地震の あとに 続いて 起きる 地震を 何という?

ア 震度 イ 余震 ウ 津波 エ 本震 こたえ 

16 次のうち、共 助に あたるのは?

ア持ち出しぶくろを 自分で 用意する イ家具を 自分で 固定する

ウ近所の 人と 声を かけ合って 避難する エ 市が 防 潮 堤を 作る こたえ 

17 火山が 噴火したときに ふき出すのは?

ア 大雨だけ イよう岩や 火山灰 ウ 津波だけ エ雪だけ こたえ 

18 電柱などに ある「海抜◯m」の 表示は 何を 知らせる?

ア 海までの 距離 イその 日の 気温 ウ電柱の 高さ エその 場所の 海面からの 高さ

こたえ 
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19 学校や 公園に ある、災害の ときに 使う 道具や 食 料を しまっておく 倉庫は?

ア図書室 イ 体育倉庫 ウ 給 食 室 エ 防災倉庫 こたえ 

20 「自助」とは?

ア 自分や 家族の身は 自分たちで 守ること イ国が 行う 救 助

ウ近所の人どうしの 助け合い エ 会社の 仕事 こたえ 

がっこう こうえん さいがい つか どうぐ しょくりょう そうこ

としょ しつ たいいく そうこ きゅうしょくしつ ぼうさい そうこ

じじょ

じぶん かぞく み じぶん まも くに おこな きゅうじょ

きんじょ ひと たす あ かいしゃ しごと



こたえ　しょう4 しゃかい「自然災害から 暮らしを 守る」 その3

1  ウ 危険に そなえて 早めに 行動する

2  エ 早めに 歩いて、決められた 道を 通る

3  ア 竜巻

4  イ 学校や 公園などの 避難場所

5  イ 防災無線

6  イ 避難所

7  エ 110番

8  エ 家具が たおれないように 固定する

9  イ 関東大震災

10  ウ 注意報→警報→特別警報

11  エ 窓から はなれた 部屋の まん中

12  ア 何回も くり返し おしよせる

13  ウ 危険な 場所に いる 人は 全員 避難する

14  ア 3日分

15  イ 余震

16  ウ 近所の 人と 声を かけ合って 避難する

17  イ よう岩や 火山灰

18  エ その 場所の 海面からの 高さ

19  エ 防災倉庫

20  ア 自分や 家族の身は 自分たちで 守ること


